
(57)【要約】

【課題】エバポレータでの冷媒の「寝込み」を防止して

２つの保冷庫を迅速に、かつ効率よく冷却する。

【解決手段】圧縮機１、コンデンサ２および膨張弁３Ａ

，３Ｂとともに冷凍サイクルを実現する系統に並列に接

続され、２つの保冷庫（前室Ａ、後室Ｂ）に振り分けら

れるエバポレータ４Ａ，４Ｂを備える車両用冷凍装置に

おいて、前室Ａ、後室Ｂのいずれか一方が目標とする設

定温度に冷却されるまで、エバポレータ４Ａ，４Ｂへの

冷媒の導入／中断を交互に行い、これによって前室Ａ、

後室Ｂの冷却を交互に行うことにする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
圧 縮 機 、 コ ン デ ン サ お よ び 膨 張 弁 と と も に 冷 凍 サ イ ク ル を 実 現 す る 系 統 に 並 列 に 接 続 さ れ
、 ２ つ の 保 冷 庫 に 振 り 分 け ら れ る 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ を 備 え る 車 両 用 冷 凍 装 置 で あ
っ て 、
前 記 ２ つ の 保 冷 庫 の い ず れ か 一 方 が 目 標 温 度 に 冷 却 さ れ る ま で 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ
レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 ／ 中 断 を 交 互 に 行 う 制 御 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 車 両 用 冷 凍 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） を 、 前 記 第 ２ の エ バ ポ レ
ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） に 等 し く す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 車 両 用 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） に 対 す る 、 前 記 第 ２ の エ
バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） の 比 を 、
前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ を 設 置 さ れ る 保 冷 庫 の 設 定 温 度 に 対 す る 、 前 記 第 ２ の エ バ ポ レ ー
タ を 設 置 さ れ る 保 冷 庫 の 設 定 温 度 の 比 に 比 例 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 車 両
用 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ２ つ の 保 冷 庫 の い ず れ か が 設 定 温 度 に 達 し た ら 、 そ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー
タ へ の 冷 媒 導 入 を 停 止 し 、 も う ひ と つ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入
を 、 設 定 温 度 に 達 す る ま で 中 断 す る こ と な く 継 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３
記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
圧 縮 機 、 コ ン デ ン サ お よ び 膨 張 弁 と と も に 冷 凍 サ イ ク ル を 実 現 す る 系 統 に 並 列 に 接 続 さ れ
、 ２ つ の 保 冷 庫 に 振 り 分 け ら れ る 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ を 備 え る 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制
御 方 法 で あ っ て 、
前 記 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 ／ 中 断 を 交 互 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 車 両
用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） を 、 前 記 第 ２ の エ バ ポ レ
ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） に 等 し く す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載
の 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） に 対 す る 、 前 記 第 ２ の エ
バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） の 比 を 、
前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ を 設 置 さ れ る 保 冷 庫 の 設 定 温 度 に 対 す る 、 前 記 第 ２ の エ バ ポ レ ー
タ を 設 置 さ れ る 保 冷 庫 の 設 定 温 度 の 比 に 比 例 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 車 両
用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ２ つ の 保 冷 庫 の い ず れ か が 設 定 温 度 に 達 し た ら 、 そ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー
タ へ の 冷 媒 導 入 を 停 止 し 、 も う ひ と つ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入
を 、 設 定 温 度 に 達 す る ま で 中 断 す る こ と な く 継 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７
記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ２ つ の 保 冷 庫 を 有 す る 車 両 用 の 冷 凍 装 置 、 お よ び そ の 制 御 方 法 に 関 し 、 ２ つ の
保 冷 庫 の 温 度 を 迅 速 に 、 か つ 効 率 よ く 冷 却 す る 技 術 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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【 従 来 の 技 術 】
日 常 生 活 で 目 に す る ２ つ の 保 冷 庫 を 備 え る 機 器 と し て は 、 冷 蔵 庫 が 挙 げ ら れ る が 、 家 庭 用
冷 蔵 庫 に お い て は 、 食 品 類 の 鮮 度 を 保 つ た め に 冷 蔵 す る こ と だ け で な く 、 冷 蔵 よ り も 冷 凍
能 力 が 必 要 と さ れ る 冷 凍 食 品 な ど を 解 凍 さ せ な い 構 成 で あ る こ と を 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の た め 、 冷 蔵 室 用 エ バ ポ レ ー タ と 冷 凍 室 エ バ ポ レ ー タ は 基 本 的 に 直 列 接 続 さ れ 、 冷 凍 室
の み を 冷 却 で き る よ う に 冷 蔵 室 用 エ バ ポ レ ー タ を シ ョ ー ト カ ッ ト で き る 回 路 構 成 を 採 用 し
て い る 。 そ し て 、 二 室 制 御 の 方 法 と し て 、 コ ン プ レ ッ サ の 運 転 回 転 数 に 応 じ て 冷 却 時 間 を
変 更 す る 制 御 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） や 、 プ リ セ ッ ト 時 間 を 用 い て 両 室 同 時 冷 却 と 冷
凍 室 冷 却 を 切 り 換 え る 制 御 （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 こ れ ら は 定 置 式 の 家 庭 用 冷 蔵 庫 な ら で は の 前 提 と し て 、 ２ つ の 保 冷 庫 の 目 標 設 定
温 度 が ２ ， ３ 種 の 選 択 は 可 能 で あ る に し て も 、 固 定 さ れ て い る 場 合 の 制 御 に 限 ら れ る も の
で あ る 。 こ の た め 、 異 な る 温 度 帯 に お け る 保 冷 を 保 冷 対 象 の 物 品 に 応 じ た 細 か い 条 件 の も
と で 行 う よ う 求 め ら れ 、 ま た 、 輸 送 毎 に 輸 送 物 品 が 異 な る よ う な 物 流 の 分 野 に 応 用 す る に
は 、 二 室 か ら な る 保 冷 室 の 構 成 や 用 途 の 面 で 上 述 し た よ う な 先 行 技 術 は 大 き く か け 離 れ て
い る と 言 わ ざ る を 得 ず 、 技 術 思 想 的 に 直 ち に 輸 送 車 両 用 の 冷 凍 装 置 に 応 用 す る こ と は で き
な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し た が っ て 、 現 状 で は 、 輸 送 対 象 に 応 じ た 冷 却 方 法 を 選 択 で き る よ う に 、 保 冷 車 に お い て
は 、 異 な る 温 度 帯 の 商 品 を 輸 送 す る た め に 、 保 冷 庫 内 を ２ つ に 区 画 し 、 各 庫 に 個 別 に エ バ
ポ レ ー タ を 設 置 し て そ れ ぞ れ 冷 却 （ 冷 凍 ま た は 冷 蔵 ） を 行 っ て い る 。 こ れ ら ２ つ の 保 冷 庫
の 冷 却 を 同 時 に 開 始 す る と 、 保 冷 車 に 搭 載 さ れ た 冷 凍 装 置 は 、 ２ つ の 保 冷 庫 を 並 行 し て 冷
却 し 、 設 定 温 度 の 高 い 一 方 の 保 冷 庫 内 の 温 度 が 設 定 温 度 に 達 し た ら 一 方 の 保 冷 庫 の 冷 却 を
停 止 し 、 設 定 温 度 の 低 い 他 方 の 保 冷 庫 に 対 象 を 絞 っ て 設 定 温 度 に 達 す る ま で 冷 却 を 続 け る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ３ ０ ４ ３ ２ ８ 号 公 報 　 （ 第 ６ 頁 、 第 ４ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ２ ２ ３ ６ 号 公 報 　 （ 第 ５ 頁 、 第 ３ 図 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 上 記 の ご と く 目 標 と す べ き 設 定 温 度 の 異 な る ２ つ の 保 冷 庫 の 冷 却 を 同 時 に 行 お
う と す る と 、 設 定 温 度 の 低 い エ バ ポ レ ー タ の 内 部 に お い て 意 図 せ ず し て 冷 媒 が 凝 縮 し て し
ま う 。 こ の 現 象 は 、 ２ つ の エ バ ポ レ ー タ に 導 入 さ れ た 冷 媒 の 蒸 発 温 度 が 成 り 行 き で 変 化 し
て ２ つ の 異 な る 設 定 温 度 の ほ ぼ 中 間 値 を 指 し 、 設 定 温 度 の よ り 低 い 保 冷 庫 側 の エ バ ポ レ ー
タ に 導 入 さ れ る 冷 媒 が 凝 縮 し て し ま う た め に 起 こ る も の で あ り 、 庫 内 温 度 の 差 が 大 き く な
る ほ ど 顕 著 に な る 。 こ の よ う に し て 一 方 の エ バ ポ レ ー タ に 冷 媒 が 溜 ま る と （ こ れ を 冷 媒 が
「 寝 込 む 」 と い う ） 、 冷 媒 回 路 の 制 御 と し て は ２ つ の 保 冷 庫 を 同 時 に 冷 却 運 転 し て い て も
実 際 に は 低 温 側 が 冷 却 さ れ な い と い う 不 都 合 が 生 じ る 。 ま た 、 冷 凍 装 置 の 内 部 で 実 質 的 に
機 能 す る 冷 媒 の 量 が 減 少 し て し ま い 、 冷 却 能 力 の 不 足 や 、 冷 媒 の 不 足 に よ る 圧 縮 機 の 吐 出
温 度 の 上 昇 と い っ た 不 都 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 エ バ ポ レ ー タ で の 冷 媒 の 「 寝 込 み 」 を
防 止 し て ２ つ の 保 冷 庫 を 迅 速 に 、 か つ 効 率 よ く 冷 却 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 次 の よ う な 構 成 の 車 両 用 冷 凍 装 置 お よ び そ の 制
御 方 法 を 採 用 す る 。
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す な わ ち 本 発 明 に 係 る 請 求 項 １ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 は 、 圧 縮 機 、 コ ン デ ン サ お よ び 膨 張
弁 と と も に 冷 凍 サ イ ク ル を 実 現 す る 系 統 に 並 列 に 接 続 さ れ 、 ２ つ の 保 冷 庫 に 振 り 分 け ら れ
る 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ を 備 え る 車 両 用 冷 凍 装 置 で あ っ て 、
前 記 ２ つ の 保 冷 庫 の い ず れ か 一 方 が 目 標 温 度 に 冷 却 さ れ る ま で 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ
レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 ／ 中 断 を 交 互 に 行 う 制 御 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の
エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） を 、 前 記 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ へ の １
回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） に 等 し く す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の
エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） に 対 す る 、 前 記 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ
へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） の 比 を 、
前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ を 設 置 さ れ る 保 冷 庫 の 設 定 温 度 に 対 す る 、 前 記 第 ２ の エ バ ポ レ ー
タ を 設 置 さ れ る 保 冷 庫 の 設 定 温 度 の 比 に 比 例 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 は 、 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 に お い て 、 前
記 ２ つ の 保 冷 庫 の い ず れ か が 設 定 温 度 に 達 し た ら 、 そ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ
へ の 冷 媒 導 入 を 停 止 し 、 も う ひ と つ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 を
、 設 定 温 度 に 達 す る ま で 中 断 す る こ と な く 継 続 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ５ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 は 、 圧 縮 機 、 コ ン デ ン サ お よ び 膨 張 弁 と と も に
冷 凍 サ イ ク ル を 実 現 す る 系 統 に 並 列 に 接 続 さ れ 、 ２ つ の 保 冷 庫 に 振 り 分 け ら れ る 第 １ 、 第
２ の エ バ ポ レ ー タ を 備 え る 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
前 記 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 ／ 中 断 を 交 互 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法
に お い て 、 前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） を 、 前 記 第 ２
の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） に 等 し く す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ７ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法
に お い て 、 前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） に 対 す る 、 前
記 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） の 比 を 、
前 記 第 １ の エ バ ポ レ ー タ を 設 置 さ れ る 保 冷 庫 の 設 定 温 度 に 対 す る 、 前 記 第 ２ の エ バ ポ レ ー
タ を 設 置 さ れ る 保 冷 庫 の 設 定 温 度 の 比 に 比 例 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 の 制 御 方 法 は 、 請 求 項 ６ ま た は ７ 記 載 の 車 両 用 冷 凍 装 置 の
制 御 方 法 に お い て 、 前 記 ２ つ の 保 冷 庫 の い ず れ か が 設 定 温 度 に 達 し た ら 、 そ の 保 冷 庫 に 設
置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 導 入 を 停 止 し 、 も う ひ と つ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ
ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 を 、 設 定 温 度 に 達 す る ま で 中 断 す る こ と な く 継 続 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 に お い て は 、 ２ つ の 保 冷 庫 の い ず れ か 一 方 が 目 標 と す る 設 定 温 度 に 冷 却 さ れ る ま で
、 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 ／ 中 断 を 交 互 に 行 う こ と に よ り 、 従 来 の よ う
に ２ つ の エ バ ポ レ ー タ に 並 行 に 冷 媒 を 導 入 す る 場 合 と は 異 な り 、 冷 媒 の 蒸 発 温 度 が 設 定 温
度 よ り 低 く な ら ず 、 冷 媒 の 凝 縮 が 起 こ ら な く な る の で 、 冷 凍 装 置 の 内 部 で 実 質 的 に 機 能 す
る 冷 媒 が 減 少 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に お い て は 、 第 １ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 を 第 ２ の エ バ ポ レ
ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 に 等 し く す る こ と に よ り 、 設 定 温 度 の よ り 高 い 保 冷 庫
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が 、 設 定 温 度 の よ り 低 い 保 冷 庫 よ り も 速 く 冷 却 さ れ る 。 こ れ は 、 設 定 温 度 の よ り 高 い 保 冷
庫 の 冷 却 を 優 先 し て 行 う 場 合 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 に お い て は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 の 比 を
、 ２ つ の 保 冷 庫 の 設 定 温 度 の 比 に 比 例 さ せ る こ と に よ り 、 ２ つ の 保 冷 庫 が ほ ぼ 同 じ 時 間 で
冷 却 さ れ る 。 こ れ は 設 定 温 度 の よ り 低 い 保 冷 庫 の 冷 却 を 優 先 し て 行 う 場 合 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に お い て は 、 一 方 の 保 冷 庫 が 設 定 温 度 に 達 し た ら 、 そ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ
レ ー タ へ の 冷 媒 導 入 を 停 止 し 、 他 方 の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 を
、 設 定 温 度 に 達 す る ま で 中 断 す る こ と な く 継 続 す る こ と に よ り 、 後 に 残 っ た 保 冷 庫 の 冷 却
が 迅 速 に 進 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 図 １ な い し 図 ３ に 示 し て 説 明 す る 。
図 １ に は ２ つ の 保 冷 庫 を 有 す る 冷 凍 車 に 搭 載 さ れ る 車 両 用 冷 凍 装 置 の 概 要 を 示 す 。 同 図 に
お い て 、 符 号 １ は 圧 縮 機 、 ２ は コ ン デ ン サ 、 ３ Ａ ， ３ Ｂ は 膨 張 弁 、 ４ Ａ ， ４ Ｂ は エ バ ポ レ
ー タ （ 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ ） 、 ５ は ア キ ュ ム レ ー タ 、 ６ は レ シ ー バ で あ る 。 各 機 器
は 図 中 に 実 線 で 示 す 冷 媒 配 管 を 介 し て 接 続 さ れ て 冷 凍 サ イ ク ル を 実 現 す る 系 統 を 構 成 し て
い る 。 さ ら に 、 図 中 の 符 号 ７ は 制 御 部 、 ８ は 入 力 部 、 ９ は 記 憶 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
２ つ の エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ ， ４ Ｂ は 、 膨 張 弁 ３ Ａ ， ３ Ｂ と と も に 前 記 系 統 に 並 列 に 接 続 さ れ
て い る 。 並 列 に 分 岐 し て 膨 張 弁 ３ Ａ 、 エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ を 配 置 さ れ る 一 方 の 配 管 に は エ バ
ポ レ ー タ ４ Ａ へ の 冷 媒 の 導 入 を 断 続 す る 開 閉 弁 １ ０ Ａ が 設 け ら れ 、 膨 張 弁 ３ Ｂ 、 エ バ ポ レ
ー タ ４ Ｂ を 配 置 さ れ る 一 方 の 配 管 に は エ バ ポ レ ー タ ４ Ｂ へ の 冷 媒 の 導 入 を 断 続 す る 開 閉 弁
１ ０ Ｂ が 設 け ら れ る 。 膨 張 弁 ３ Ａ 、 エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ お よ び 開 閉 弁 １ ０ Ａ は ユ ニ ッ ト 化 さ
れ て ２ つ の 保 冷 庫 の 一 方 （ 以 下 で は こ こ を 前 室 Ａ と 呼 ぶ ） に 配 置 さ れ 、 膨 張 弁 ３ Ｂ 、 エ バ
ポ レ ー タ ４ Ｂ お よ び 開 閉 弁 １ ０ Ｂ も ユ ニ ッ ト 化 さ れ て ２ つ の 保 冷 庫 の 他 方 （ 以 下 で は こ こ
を 後 室 Ｂ と 呼 ぶ ） に 配 置 さ れ て い る 。 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ に は 、 そ れ ぞ れ 室 温 セ ン サ １ ２ Ａ ，
１ ２ Ｂ が 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
制 御 部 ７ は 、 室 温 セ ン サ １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ の 計 測 結 果 お よ び 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ そ れ ぞ れ の 設 定
温 度 に 基 づ い て 開 閉 弁 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ の 駆 動 を 制 御 す る 。 入 力 部 ８ は 、 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ そ
れ ぞ れ の 設 定 温 度 や 、 各 室 の １ 回 当 た り の 冷 却 期 間 （ エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 導 入 期 間 ） 等
の 情 報 を 入 力 す る の に 使 わ れ る 。 記 憶 部 ９ は 、 室 温 セ ン サ １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ の 計 測 結 果 お よ
び 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ そ れ ぞ れ の 設 定 温 度 、 そ の 他 の 情 報 を 記 憶 し て お く よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ の よ う に 構 成 さ れ た 車 両 用 冷 凍 装 置 の 作 動 の 仕 方 を ［ 前 室 （ 後 室 ） 単 独 冷 却 モ ー ド ］
、 ［ ２ 室 同 時 冷 却 モ ー ド ］ と ［ ２ 室 交 互 冷 却 モ ー ド ］ の ３ つ に つ い て 説 明 す る 。
［ 前 室 （ 後 室 ） 単 独 冷 却 モ ー ド ］
こ の モ ー ド が 選 択 さ れ る と 、 制 御 部 ７ は 、 開 閉 弁 １ ０ Ａ （ 後 室 単 独 冷 却 の 場 合 は １ ０ Ｂ ）
を 開 き 、 開 閉 弁 １ ０ Ｂ （ 後 室 単 独 冷 却 の 場 合 は １ ０ Ａ ） を 閉 じ る 。 圧 縮 機 １ で 圧 縮 さ れ た
冷 媒 は 、 高 温 高 圧 の ガ ス 冷 媒 と な っ て コ ン デ ン サ ２ に 流 入 し 、 屋 外 の 空 気 に 熱 を 与 え 、 自
ら は 凝 縮 し て 高 温 高 圧 の 液 冷 媒 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
凝 縮 、 液 化 し た 冷 媒 は 、 レ シ ー バ ６ 、 開 閉 弁 １ ０ Ａ （ 後 室 単 独 冷 却 の 場 合 は １ ０ Ｂ ） を 流
通 し 、 膨 張 弁 ３ Ａ （ 後 室 単 独 冷 却 の 場 合 は ３ Ｂ ） を 流 通 す る 過 程 で 断 熱 膨 張 し 、 低 温 低 圧
の 液 冷 媒 と な っ て エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ （ 後 室 単 独 冷 却 の 場 合 は ４ Ｂ ） に 流 入 す る 。 エ バ ポ レ
ー タ ４ Ａ （ 後 室 単 独 の 場 合 は ４ Ｂ ） に 流 入 し た 冷 媒 は 、 前 室 Ａ 内 の 空 気 を 冷 却 し 、 自 ら は
蒸 発 し て 低 温 低 圧 の ガ ス 冷 媒 と な る 。 蒸 発 、 気 化 し た 冷 媒 は ア キ ュ ム レ ー タ ５ を 流 通 し 、
圧 縮 機 １ に 吸 入 さ れ て 圧 縮 さ れ 、 以 降 は 上 記 の 行 程 を 繰 り 返 す 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
［ ２ 室 同 時 冷 却 モ ー ド ］
こ の モ ー ド は 前 室 と 後 室 と を 同 時 に 冷 却 す る も の で あ り 、 こ の モ ー ド が 選 択 さ れ る と 、 制
御 部 ７ は 、 上 述 し た 開 閉 弁 １ ０ Ａ と １ ０ Ｂ と を 同 時 に 開 き 、 前 後 各 室 の 単 独 冷 却 モ ー ド を
同 時 に 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ ２ 室 交 互 冷 却 モ ー ド ］
こ の モ ー ド が 選 択 さ れ る と 、 制 御 部 ７ は 、 開 閉 弁 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ を 交 互 に 開 閉 す る 。 圧 縮
機 １ で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 、 高 温 高 圧 の ガ ス 冷 媒 と な っ て コ ン デ ン サ ２ に 流 入 し 、 屋 外 の 空
気 に 熱 を 与 え 、 自 ら は 凝 縮 し て 高 温 高 圧 の 液 冷 媒 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ こ で 、 最 初 に 制 御 部 ７ が 開 閉 弁 １ ０ Ａ を 開 き 、 開 閉 弁 １ ０ Ｂ を 閉 じ た 場 合 に は 、 凝 縮 、
液 化 し た 冷 媒 は 、 レ シ ー バ ６ 、 開 状 態 に あ る 開 閉 弁 １ ０ Ａ を 流 通 し 、 膨 張 弁 ３ Ａ を 流 通 す
る 過 程 で 断 熱 膨 張 し 、 低 温 低 圧 の 液 冷 媒 と な っ て エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ に 流 入 す る 。 エ バ ポ レ
ー タ ４ Ａ に 流 入 し た 冷 媒 は 、 前 室 Ａ 内 の 空 気 を 冷 却 し 、 自 ら は 蒸 発 し て 低 温 低 圧 の ガ ス 冷
媒 と な る 。 蒸 発 、 気 化 し た 冷 媒 は ア キ ュ ム レ ー タ ５ を 流 通 し 、 圧 縮 機 １ に 吸 入 さ れ て 圧 縮
さ れ 、 以 降 は 制 御 部 ７ が 開 閉 弁 の 開 閉 状 態 を 切 り 換 え る ま で 上 記 の 行 程 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 後 述 す る 所 定 の 時 間 条 件 を 満 た す こ と を 契 機 に 、 制 御 部 ７ が 開 閉 弁 １ ０ Ａ と 閉 じ
、 開 閉 弁 １ ０ Ｂ を 開 い て 対 象 弁 の 切 換 を 行 っ た 場 合 に は 、 凝 縮 、 液 化 し た 冷 媒 は 、 レ シ ー
バ ６ 、 開 状 態 に あ る 開 閉 弁 １ ０ Ｂ を 流 通 し 、 膨 張 弁 ３ Ｂ を 流 通 す る 過 程 で 断 熱 膨 張 し 、 低
温 低 圧 の 液 冷 媒 と な っ て エ バ ポ レ ー タ ４ Ｂ に 流 入 す る 。 エ バ ポ レ ー タ ４ Ｂ に 流 入 し た 冷 媒
は 、 後 室 Ｂ 内 の 空 気 を 冷 却 し 、 自 ら は 蒸 発 し て 低 温 低 圧 の ガ ス 冷 媒 と な る 。 蒸 発 、 気 化 し
た 冷 媒 は ア キ ュ ム レ ー タ ５ を 流 通 し 、 圧 縮 機 １ に 吸 入 さ れ て 圧 縮 さ れ 、 以 降 は 上 記 の 行 程
を 、 制 御 部 ７ に よ り 冷 媒 の 流 れ が 再 度 切 り 換 え ら れ る ま で 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 下 に 、 本 実 施 形 態 に か か る ２ 室 冷 却 制 御 方 法 を 図 ２ な い し 図 ４ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト を
用 い て 説 明 す る 。
ま ず 、 制 御 部 ７ は 、 室 温 セ ン サ １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ に よ っ て 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ の 庫 内 温 度 Ｆ ｔ ，
Ｒ ｔ を そ れ ぞ れ 計 測 す る （ ス テ ッ プ １ ０ １ ） 。 次 に 、 庫 内 温 度 Ｆ ｔ が あ ら か じ め 設 定 さ れ
た 前 室 Ａ の 目 標 温 度 （ 設 定 温 度 ） Ｆ ｓ ｅ ｔ よ り も 高 く 、 か つ 庫 内 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が あ ら か じ
め 設 定 さ れ た 後 室 Ｂ の 目 標 温 度 （ 設 定 温 度 ） Ｒ ｓ ｅ ｔ よ り も 高 い か 否 か を 判 別 す る （ ス テ
ッ プ １ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
制 御 部 ７ が 、 前 室 Ａ の 庫 内 温 度 Ｆ ｔ が 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ よ り も 高 く 、 か つ 後 室 Ｂ の 庫 内 温
度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ よ り も 高 い と 判 断 し た 場 合 は 、 前 述 し た ［ ２ 室 同 時 冷 却 モ
ー ド ］ と ［ ２ 室 交 互 冷 却 モ ー ド ］ の い ず れ を 実 行 す る か を 選 択 す る た め 、 庫 内 温 度 Ｆ ｔ ，
Ｒ ｔ の 差 の 絶 対 値 が ５ 度 （ ℃ ） よ り も 大 き い か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ３ ） 。 両 室
と も 設 定 温 度 よ り も 高 い と 判 断 し な か っ た 場 合 、 す な わ ち 、 制 御 部 ７ が い ず れ か 一 室 が 設
定 温 度 に 到 達 し た と 判 断 し た 場 合 に は 、 ［ ２ 室 同 時 冷 却 モ ー ド ］ か ら 抜 け て ［ 前 室 （ 後 室
） 単 独 冷 却 モ ー ド ］ へ の 移 行 を 行 い 、 両 室 と も に 設 定 温 度 に 到 達 し た と 判 断 し た 場 合 に は
、 冷 却 運 転 自 体 の 停 止 を 選 択 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
続 い て 、 制 御 部 ７ が 、 ス テ ッ プ １ ０ ３ に お い て 庫 内 温 度 Ｆ ｔ ， Ｒ ｔ の 差 の 絶 対 値 が ５ 度 （
℃ ） よ り も 大 き い と 判 断 し た 場 合 は 、 ［ ２ 室 交 互 冷 却 モ ー ド ］ に 移 行 す る が 、 ま ず は 、 開
閉 弁 １ ０ Ａ を 開 く と と も に 開 閉 弁 １ ０ Ｂ を 閉 じ て ［ 前 室 冷 却 モ ー ド ▲ １ ▼ ］ に 入 る （ ス テ
ッ プ １ ０ ５ ） 。 庫 内 温 度 Ｆ ｔ ， Ｒ ｔ の 差 の 絶 対 値 が ５ 度 （ ℃ ） 以 下 で あ る と 判 断 し た 場 合
は 、 開 閉 弁 １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ を と も に 開 い て ［ ２ 室 同 時 冷 却 モ ー ド ］ に 入 り （ ス テ ッ プ １ ０
６ ） 、 ス テ ッ プ １ ０ １ に 戻 っ て 上 記 の 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は ５ 度 （ ℃ ） を 臨 界 数 値 と し た が 、 制 御 部 ７ は 、 ２ 室 の 庫 内 温
度 の 差 を 、 低 温 室 側 で 冷 媒 凝 縮 が 生 じ 寝 込 み が 顕 在 化 す る 所 定 温 度 差 以 内 に あ る か 否 か を
判 別 し 、 所 定 温 度 差 以 内 で ２ 室 同 時 冷 却 モ ー ド が 有 効 に 機 能 す る 場 合 は 同 時 運 転 に よ り 冷
却 を 加 速 さ せ 、 所 定 温 度 差 以 上 に な っ て ２ 室 同 時 冷 却 モ ー ド に よ る 冷 却 が 有 効 に 機 能 し な
い 、 も し く は そ の 蓋 然 性 が 高 く な っ た 場 合 に は 、 後 述 す る 前 室 冷 却 モ ー ド ま た は 後 室 冷 却
モ ー ド を 選 択 的 に 切 り 換 え る ２ 室 交 互 冷 却 モ ー ド に よ る 制 御 に 移 行 す る 制 御 フ ロ ー を 採 用
す る 。 こ の よ う な 制 御 フ ロ ー を 採 用 す る こ と に よ り 、 シ ス テ ム 全 体 と し て 追 従 性 の 高 い 冷
凍 装 置 の 制 御 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
以 下 、 制 御 部 ７ に よ る ２ 室 交 互 冷 却 モ ー ド に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 こ こ で 、 ２ 室 交 互 冷
却 モ ー ド は 、 ス テ ッ プ １ ０ ５ か ら ス テ ッ プ １ １ ３ ま で の 処 理 に よ っ て な さ れ る 。 ま ず 、 制
御 部 ７ は ［ 前 室 冷 却 モ ー ド ▲ １ ▼ ］ に 入 る と 、 前 室 Ａ の み を 冷 却 し た 状 態 で （ ス テ ッ プ １
０ ５ ） 、 同 モ ー ド の 開 始 か ら の 期 間 （ エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ へ の 冷 媒 導 入 期 間 ； Ｔ Ａ ） が 例 え
ば １ 分 が 経 過 し た か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ７ ） 。 １ 分 が 経 過 し て い な い う ち は 同
モ ー ド を 継 続 し 、 １ 分 が 経 過 し た ら 、 前 室 Ａ の 庫 内 温 度 Ｆ ｔ を 計 測 し た う え で （ ス テ ッ プ
１ ０ ８ ） 、 前 室 Ａ の 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 現 状 の 庫 内 温 度 Ｆ ｔ よ り も 高 い か 否 か を 判 別 す る
（ ス テ ッ プ １ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
制 御 部 ７ が 、 前 室 Ａ の 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｆ ｔ よ り も 高 い と 判 断 し た 場 合 は 、 前
室 が 目 標 と し た 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ に 到 達 し た も の と し て 後 述 す る ス テ ッ プ １ ２ １ に 移 行 し
、 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｆ ｔ 以 下 の 場 合 は 、 開 閉 弁 １ ０ Ａ を 閉 じ る と と も に 開 閉 弁
１ ０ Ｂ を 開 い て 切 換 を 行 い 、 ［ 後 室 冷 却 モ ー ド ▲ １ ▼ ］ に 入 る （ ス テ ッ プ １ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
制 御 部 ７ は 、 ［ 後 室 冷 却 モ ー ド ▲ １ ▼ ］ に 入 る と 、 後 室 Ｂ の み を 冷 却 し た 状 態 で （ ス テ ッ
プ １ １ ０ ） 、 同 モ ー ド の 開 始 か ら の 期 間 （ エ バ ポ レ ー タ ４ Ｂ へ の 冷 媒 導 入 期 間 ； Ｔ Ｂ ） が
例 え ば １ 分 が 経 過 し た か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ １ １ １ ） 。 １ 分 が 経 過 し て い な い う ち
は 同 モ ー ド を 継 続 し 、 １ 分 が 経 過 し た ら 、 後 室 Ｂ の 庫 内 温 度 Ｒ ｔ を 計 測 し た う え で （ ス テ
ッ プ １ １ ２ ） 、 後 室 Ｂ の 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 現 状 の 庫 内 温 度 Ｒ ｔ よ り も 高 い か 否 か を 判 別
す る （ ス テ ッ プ １ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
制 御 部 ７ が 、 後 室 Ｂ の 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｒ ｔ よ り も 高 い と 判 断 し た 場 合 は 、 後
室 が 目 標 と し た 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ に 到 達 し た も の と し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 閉 弁 １ ０
Ａ を 開 く と と も に 開 閉 弁 １ ０ Ｂ を 閉 じ て ［ 前 室 冷 却 モ ー ド ▲ ２ ▼ ］ に 入 る （ ス テ ッ プ １ １
４ ） 。 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｒ ｔ 以 下 の 場 合 は 、 ス テ ッ プ １ ０ ５ に 戻 っ て 上 記 の 処
理 を 繰 り 返 す 。
結 果 と し て 、 制 御 部 ７ は 、 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ の い ず れ か が 設 定 温 度 に 到 達 し た と 判 断 す る ま
で （ ス テ ッ プ １ ０ ９ ， １ １ ３ ） 、 １ 分 毎 に 冷 却 対 象 と な る 保 冷 庫 を 切 換 え る 制 御 を 継 続 す
る （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ～ １ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 述 し た 交 互 冷 却 モ ー ド を に お い て 、 後 室 が 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ に 到 達 し た 場 合 に は 、 制 御
部 ７ は 、 ［ 前 室 冷 却 モ ー ド ▲ ２ ▼ ］ に 入 り 、 前 室 Ａ の み を 冷 却 し た 状 態 で （ ス テ ッ プ １ １
４ ） 、 同 モ ー ド の 開 始 か ら の 期 間 （ Ｔ Ａ ） が 例 え ば １ 分 が 経 過 し た か 否 か を 判 別 す る （ ス
テ ッ プ １ １ ５ ） 。 １ 分 が 経 過 し て い な い う ち は 同 モ ー ド を 継 続 し 、 １ 分 が 経 過 し た ら 、 後
室 Ｂ の 庫 内 温 度 Ｒ ｔ を 計 測 し た う え で （ ス テ ッ プ １ １ ６ ） 、 後 室 Ｂ の 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が
現 状 の 庫 内 温 度 Ｒ ｔ よ り も 高 い か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ １ １ ７ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
制 御 部 ７ は 、 後 室 Ｂ の 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｒ ｔ 以 下 で あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 ス
テ ッ プ １ ０ ５ に 戻 っ て 上 記 の 処 理 を 繰 り 返 し 、 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｒ ｔ よ り も 高
い と 判 断 し た 場 合 は 、 前 室 Ａ の 庫 内 温 度 Ｆ ｔ を 計 測 し た う え で （ ス テ ッ プ １ １ ８ ） 、 前 室
Ａ の 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 現 状 の 庫 内 温 度 Ｆ ｔ よ り も 高 い か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ １ １
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９ ） 。
こ こ で 、 制 御 部 ７ が 、 前 室 Ａ の 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｆ ｔ 以 下 で あ る と 判 断 し た 場
合 は 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に 戻 っ て 上 記 の 処 理 を 繰 り 返 し 、 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｆ ｔ
よ り も 高 い と 判 断 し た 場 合 は 、 圧 縮 機 １ を 停 止 し （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ） 、 ［ ２ 室 交 互 冷 却 モ
ー ド ］ を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
一 方 、 １ 分 毎 に 冷 却 対 象 と な る 保 冷 庫 を 切 換 え る 制 御 シ ー ケ ン ス （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ～ １ １
３ ） に お い て 、 制 御 部 ７ が 、 ス テ ッ プ １ ０ ９ に お い て 前 室 Ａ の 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温
度 Ｆ ｔ よ り も 高 い と 判 断 し た 場 合 は 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 開 閉 弁 １ ０ Ａ を 閉 じ る と と も
に 開 閉 弁 １ ０ Ｂ を 開 い て ［ 後 室 冷 却 モ ー ド ▲ ２ ▼ ］ に 入 る （ ス テ ッ プ １ ２ １ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
制 御 部 ７ は 、 ［ 後 室 冷 却 モ ー ド ▲ ２ ▼ ］ に 入 る と 、 後 室 Ｂ の み を 冷 却 し た 状 態 で （ ス テ ッ
プ １ ２ １ ） 、 同 モ ー ド の 開 始 か ら の 期 間 （ Ｔ Ｂ ） が 例 え ば １ 分 が 経 過 し た か 否 か を 判 別 す
る （ ス テ ッ プ １ ２ ２ ） 。 １ 分 が 経 過 し て い な い う ち は 同 モ ー ド を 継 続 し 、 １ 分 が 経 過 し た
ら 、 前 室 Ａ の 庫 内 温 度 Ｆ ｔ を 計 測 し た う え で （ ス テ ッ プ １ ２ ３ ） 、 前 室 Ａ の 設 定 温 度 Ｆ ｓ
ｅ ｔ が 現 状 の 庫 内 温 度 Ｆ ｔ よ り も 高 い か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ １ ２ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
制 御 部 ７ が 、 前 室 Ａ の 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｆ ｔ 以 下 で あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 ス
テ ッ プ １ ０ ５ に 戻 っ て 上 記 の 処 理 を 繰 り 返 し 、 設 定 温 度 Ｆ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｆ ｔ よ り も 高
い と 判 断 し た 場 合 は 、 後 室 Ｂ の 庫 内 温 度 Ｒ ｔ を 計 測 し た う え で （ ス テ ッ プ １ ２ ５ ） 、 後 室
Ｂ の 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 現 状 の 庫 内 温 度 Ｒ ｔ よ り も 高 い か 否 か を 判 別 す る （ ス テ ッ プ １ ２
６ ） 。
こ こ で 、 制 御 部 ７ が 、 後 室 Ｂ の 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｒ ｔ 以 下 の 場 合 は 、 ス テ ッ プ
１ ２ １ に 戻 っ て 上 記 の 処 理 を 繰 り 返 し 、 設 定 温 度 Ｒ ｓ ｅ ｔ が 庫 内 温 度 Ｒ ｔ よ り も 高 い 場 合
は 、 ス テ ッ プ １ ２ ０ に 移 行 し 、 圧 縮 機 １ を 停 止 し て ［ ２ 室 交 互 冷 却 モ ー ド ］ を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
言 い 換 え れ ば 、 制 御 部 ７ は 、 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ の い ず れ か が 設 定 温 度 に 到 達 し た と 判 断 し た
場 合 に は （ ス テ ッ プ １ ０ ９ ， １ １ ３ ） 、 設 定 温 度 に 到 達 し て い な い 保 冷 庫 に 対 し て 、 到 達
し て い な い 保 冷 庫 が 設 定 温 度 に 到 達 す る か （ ス テ ッ プ １ １ ９ ， １ ２ ６ ） 、 も し く は 、 す で
に 到 達 し て い た 室 の 温 度 が 設 定 温 度 以 下 に な る ま で （ ス テ ッ プ １ １ ７ ， １ ２ ４ ） 、 単 独 冷
却 モ ー ド を 実 行 す る 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ の い ず れ か 一 方 が 目 標 と す
る 設 定 温 度 に 冷 却 さ れ る ま で 、 各 室 に 振 り 分 け て 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ ， ４ Ｂ へ の
冷 媒 の 導 入 ／ 中 断 を 交 互 に 行 う よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 従 来 の よ う に ２ つ の エ バ
ポ レ ー タ に 並 行 に 冷 媒 を 導 入 す る 場 合 と は 異 な り 、 冷 媒 の 蒸 発 温 度 が 設 定 温 度 よ り 低 く な
ら ず 、 冷 媒 の 凝 縮 が 起 こ ら な く な る の で 、 冷 凍 装 置 の 内 部 で 実 質 的 に 機 能 す る 冷 媒 が 減 少
す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） と 、 エ バ ポ レ ー タ ４ Ｂ へ
の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） と が 等 し く 設 定 さ れ て お り 、 前 室 Ａ の 冷 却 モ ー ド １
回 当 た り の 冷 却 と 、 後 室 Ｂ の 冷 却 モ ー ド １ 回 当 た り の 冷 却 と を 等 し い 時 間 間 隔 （ 例 え ば １
分 ） で 交 互 に 行 う よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 設 定 温 度 の よ り 高 い 保 冷 庫 が 、 設 定 温
度 の よ り 低 い 保 冷 庫 よ り も 速 く 冷 却 さ れ る 。 こ れ は 、 設 定 温 度 の よ り 高 い 保 冷 庫 の 冷 却 を
優 先 し て 行 う 場 合 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
さ ら に 、 前 室 Ａ 、 後 室 Ｂ の い ず れ か 一 方 が 設 定 温 度 に 達 し た ら 、 そ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た
エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 導 入 を 停 止 し 、 他 方 の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の
導 入 を 、 設 定 温 度 に 達 す る ま で 中 断 す る こ と な く 継 続 す る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り
、 後 に 残 っ た 保 冷 庫 の 冷 却 が 迅 速 に 進 め ら れ る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 空 気 調 和 装 置 に よ れ ば 、 冷 却 能 力 の 不 足 や 、 冷 媒 の 不 足 に よ る 圧
縮 機 の 吐 出 温 度 の 上 昇 と い っ た 不 都 合 が 生 じ ず 、 ２ つ の 保 冷 庫 を 迅 速 に 、 か つ 効 率 よ く 冷
却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ）
と 、 エ バ ポ レ ー タ ４ Ｂ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） と を 等 し く 設 定 し 、 前 室 Ａ
の 冷 却 モ ー ド １ 回 当 た り の 冷 却 期 間 と 、 後 室 Ｂ の 冷 却 モ ー ド １ 回 当 た り の 冷 却 期 間 と を 等
し い 時 間 間 隔 （ 例 え ば １ 分 ） で 交 互 に 行 う よ う に し た 。 こ の よ う に す る と 、 設 定 温 度 の よ
り 高 い 保 冷 庫 の 冷 却 を 優 先 し て 行 う 場 合 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
と こ ろ で 、 エ バ ポ レ ー タ ４ Ａ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ａ ） に 対 す る 、 エ バ ポ レ
ー タ ４ Ｂ へ の １ 回 当 た り の 冷 媒 導 入 期 間 （ Ｔ Ｂ ） の 比 を 、 前 室 Ａ の 設 定 温 度 に 対 す る 後 室
Ｂ の 設 定 温 度 の 比 に 比 例 さ せ て も よ い 。 こ の よ う に す る と 、 設 定 温 度 の よ り 低 い 保 冷 庫 の
冷 却 モ ー ド １ 回 当 た り の 冷 却 期 間 を 、 設 定 温 度 の よ り 高 い 保 冷 庫 の 冷 却 モ ー ド １ 回 当 た り
の 冷 却 期 間 よ り も 長 く な る か ら 、 設 定 温 度 の よ り 低 い 保 冷 庫 が 、 冷 却 モ ー ド １ 回 当 た り で
よ り 強 く 冷 却 さ れ る こ と に な り 、 設 定 温 度 の よ り 低 い 保 冷 庫 の 冷 却 を 優 先 し て 行 う 場 合 に
好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
交 互 冷 却 を 行 う 時 間 条 件 は 、 上 記 の １ 分 に 限 ら れ る も の で は な く 、 前 室 、 後 室 の 冷 却 能 力
に 応 じ た 所 定 の 時 間 を 設 定 し 得 る も の で あ り 、 例 え ば 下 記 の ご と く 与 え ら れ る 。
設 定 温 度 が 高 い 場 合 、 冷 凍 能 力 は 大 き く 、 保 冷 庫 外 部 か ら の 侵 入 熱 は 小 さ い 。 冷 凍 能 力 と
侵 入 熱 の 関 係 は 次 式 で 与 え ら れ る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
こ こ で 、 Ｑ ： 冷 凍 能 力 （ α ， β ， γ は 定 数 ） 、 Ｗ ： 熱 負 荷 、 Ｕ ： 侵 入 熱 Ｕ 値 （ Ｗ ／ ℃ ） 、
Ａ Ｔ ： 外 気 温 度 、 Ｒ Ｔ ： 庫 内 温 度
冷 凍 能 力 Ｑ ＞ 熱 負 荷 Ｗ で あ れ ば 冷 却 可 能 で あ り 、 ２ 室 交 互 冷 却 モ ー ド で は 上 記 ２ 式 に 基 づ
い て 以 下 の 関 係 が 導 か れ る 。
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
こ こ で 、 Ｒ Ｔ Ｆ ： 前 室 温 度 、 Ｒ Ｔ Ｒ ： 後 室 温 度 、 Ｘ ： 運 転 時 間 率 、 Ｕ Ｆ ： 前 室 Ｕ 値 、 Ｕ Ｒ

： 後 室 Ｕ 値
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の 式 を 満 足 す る Ｘ が 最 適 運 転 時 間 率 で あ り 、 交 互 運 転 切 替 時 に 随 時 演 算 し 、 設 定 さ れ る
。 但 し 、 こ の 式 を 満 足 で き な い 条 件 も 存 在 し 、 こ の 場 合 の 最 大 運 転 時 間 は ５ 分 以 下 と す る
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。 例 え ば 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 等 へ の 配 送 で は 停 車 が 多 く 、 １ ０ 分 毎 位 で 荷 降 ろ し が 行
わ れ る の で 、 ５ 分 以 下 の 設 定 が 好 適 で あ る 。
ま た 、 冷 凍 機 と 保 冷 庫 の 大 き さ の 組 み 合 わ せ は 概 略 決 ま っ て お り 、 上 記 Ｕ 値 は 冷 凍 機 の 機
種 毎 に 値 を 設 定 す れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 室 Ａ の 冷 却 モ ー ド １ 回 当 た り の 冷 却 期 間 、 お よ び 後 室 Ｂ の 冷 却
モ ー ド １ 回 当 た り の 冷 却 期 間 を 変 更 す る こ と で 、 ２ つ の 保 冷 庫 を 迅 速 に 、 か つ 効 率 よ く 冷
却 し な が ら 、 装 置 を 使 用 す る 側 の ニ ー ズ に 応 じ て 多 彩 な 使 い 方 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の よ う に ２ つ の エ バ ポ レ ー タ に 並 行 に 冷 媒 を
導 入 す る 場 合 と は 異 な り 、 冷 媒 の 蒸 発 温 度 が 設 定 温 度 よ り 低 く な ら ず 、 冷 媒 の 凝 縮 が 起 こ
ら な く な る の で 、 冷 凍 装 置 の 内 部 で 実 質 的 に 機 能 す る 冷 媒 が 減 少 す る こ と が な い 。 こ れ に
よ り 、 冷 却 能 力 の 不 足 や 、 冷 媒 の 不 足 に よ る 圧 縮 機 の 吐 出 温 度 の 上 昇 と い っ た 不 都 合 が 生
じ ず 、 ２ つ の 保 冷 庫 を 迅 速 に 、 か つ 効 率 よ く 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ２ つ の 保 冷 庫 を 迅 速 に 、 か つ 効 率 よ く 冷 却 し な が ら も 、 設 定 温 度 の よ り
高 い 保 冷 庫 の 冷 却 を 優 先 し た り 、 設 定 温 度 の よ り 低 い 保 冷 庫 の 冷 却 を 優 先 し た り と い っ た
、 装 置 を 使 用 す る 側 の ニ ー ズ に 応 じ た 多 彩 な 使 い 方 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 一 方 の 保 冷 庫 が 設 定 温 度 に 達 し た ら 、 そ の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ
ー タ へ の 冷 媒 導 入 を 停 止 し 、 他 方 の 保 冷 庫 に 設 置 さ れ た エ バ ポ レ ー タ へ の 冷 媒 の 導 入 を 、
後 に 残 っ た 保 冷 庫 の 冷 却 が 、 設 定 温 度 に 達 す る ま で 中 断 す る こ と な く 継 続 さ れ る の で 、 結
果 的 に ２ つ の 保 冷 庫 を 迅 速 に 、 か つ 効 率 よ く 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ っ て 、 ２ つ の 保 冷 庫 を 有 す る 車 両 用 冷 凍 装 置 の
概 要 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 車 両 用 冷 凍 装 置 に お け る ２ つ の 保 冷 庫 の 冷 却 制 御 を 説 明 す る た め の フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 、 図 １ の 車 両 用 冷 凍 装 置 に お け る ２ つ の 保 冷 庫 の 冷 却 制 御 を 説 明 す る た め
の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く 、 図 １ の 車 両 用 冷 凍 装 置 に お お け る ２ つ の 保 冷 庫 の 冷 却 制 御 を 説 明 す る た
め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 圧 縮 機
２ 　 　 　 コ ン デ ン サ
３ Ａ ， ３ Ｂ 　 膨 張 弁
４ Ａ ， ４ Ｂ 　 エ バ ポ レ ー タ （ 第 １ 、 第 ２ の エ バ ポ レ ー タ ）
５ 　 　 　 ア キ ュ ム レ ー タ
６ 　 　 　 レ シ ー バ
７ 　 　 　 制 御 部
８ 　 　 　 入 力 部
９ 　 　 　 記 憶 部
１ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ 　 開 閉 弁
１ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ 　 室 温 セ ン サ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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